
 

 

 

 

 

 

教育活動スタート                  校長  

 先日新たに９９名の新入生を迎え、令和５年度の教育活動がスタートしました。早速生

徒会が企画した新入生歓迎会では、上級生が委員会や部活動の紹介を行い、楽しい雰囲気

の中で全校生徒が初めて顔を合わせることができました。朝礼では、やや緊張した雰囲気

もあってか、上級生には落ち着きと、きりっとした顔つきの生徒が増えた様に感じました。 

 さて、最近は小中一貫校も増えていますが、私は個人的には小学校と中学校の間には「境」

がある方が良いのではと考えています。それは、器、環境が変わることで新（あらた）な

気持ちに切り替える良い機会にできると思うからです。また、小学校では６年生が最上級

生として学校の代表である責任感をもって活動するという良い点もあるでしょう。朝礼で

は「境」を竹の「節」に例え、竹の成長に合わせてできる「節」は、竹にしなやかさだけ

でなく強さも与える大切なものだと話しました。だから進級や進学といった節目には、そ

れまでを振り返り、新たな気持ちの誓いを立て、高い目標をもって頑張ることの大切さに

ついて話しました。 

 今年度も鎌田副校長と共に、新たに７名の先生方をお迎えし、地域に誇れる学校を目指

し経営方針の下、引き続き努力してまいりたいと思います。よろしくお願いします。なお、

経営方針は保護者会にて説明し、ＨＰにもアップさせていただきます。 

 以下に入学式の式辞を載せましたのでご覧ください。 
 

入学式「式辞」 
 
緑豊かな東大和の地に、あたたかな日差しが心地よい、春がやってまいりました。 
本日、ご多用の中、多数の保護者のみなさま並びに東大和市教育委員会教育長 岡田博史

様にご臨席を賜り、令和五年度入学式を盛大に挙行できますことを厚く御礼申し上げます。 
改めて新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。 
真新しい中学校の制服に身を包んだ皆さんが、たいへん凜々しく見えるのは、新しい生

活への期待と、やる気に満ちた心が表情に表れているからだと思います。今あるわくわく
した気持ちを大切にしてほしいと思います。もちろん中にはこれからの学校生活に不安な
気持ちの人もいるでしょう。 
先日の体験入学に参加した皆さんはもうお分かりでしょうが、中学校では教科ごとに先

生が代わります。また、新しい人との出会いや部活動等、多くの環境の変化にとまどうこ
とがあるかもしれません。何か困ったことがあったらいつでも声をかけてください。新入
生の皆さんの学校生活を応援していけるだけの力をもった２年生、３年生の先輩や、支え
てくれる先生方がいます。 
さて、最近よくＡＩという言葉を聞きます。人工知能という意味です。身近な車に限ら

ず、飛行機やドローンの自動運転などにも活用され始めています。最近ではチャットＧＰ
Ｔといった、質問者が要望すると過去の多くのデータから、瞬時に最も当てはまると考え
られる答を見つけてくれる、対話型のＡＩも現れる時代になりました。昔の映画の中で見
た景色が、目の前の現実になりつつあります。その活用は私たちの生活の中で今後より広
がっていくでしょう。様々なものがコンピュータとつながり、世の中が大きく変わりつつ
ある時代に今、私たちは生きています。 
そのような新しい変革の時代においても、中学校では言語活動、探求活動を重視してい

ます。話し合いを通して考えを深める活動や、発表などの表現活動、協働学習といった学
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び合いを通して、物事を色々な角度から見たり、考えたりし、思考力を培い、コンピュー
タに頼るのではなく、自分で考え、正しい判断ができる力を身に付けることが大切です。 
中学校の学習を通して身に付けた力は、将来の生活を豊かにするための知恵に。部活動

や行事等の人との関わりを通して育まれる豊かな心は、社会の一員として、ルールを守り、
周りの人と協力したり助け合ったりする、望ましい人間関係を作る力に。また、健康・
安全に関する学習や、体力の向上は、将来にわたって健康に生きていくための力となります。 
中学校の３年間は、義務教育しめくくりの３年間であり、中学校を卒業した後は、この

地域を離れてそれぞれが選んだ異なる進路に進みます。皆さんが卒業していく時に、豊か
な知恵と正しい判断力を身に付け、社会の一員として自分の責任を果たして生活できるよ
うに支援することが、中学校の務めであると考えます。 
そこで、私から新入生の皆さんに三つのお願いがあります。 
一つ目は、人との出会いを大切にすることです。 
どの人も、家族に愛され、ここまでりっぱに成長することができました。誰もが、この

世に一人しかいない、かけがえのない大切な存在です。新しいクラス、楽しみにしている
部活動では、相手を思いやることを忘れずに、お互いに気持ちよく生活できる、安心して
学べる場にしてほしいと思います。 
二つ目は、勉強に、運動にいろいろなことに粘り強くチャレンジすることです。 
みなさんの中にも勉強や運動は苦手という人がいると思います。私も中学一年生の時は

そうでした。勉強方法がわからず、英語や数学で苦労した記憶があります。でも、投げ出
さず、机に向かって考えることを続ければ、きっとなぜそうなるのかということに気づく
ことができるはずです。わからなかったことが一つでもわかるようになった時、初めて勉
強することの楽しさがわかると思います。何事も、自分から「できない」とあきらめてし
まうのではなく、「もうひと頑張りしてみよう」と粘り強くあってほしいと思います。 
三つ目は、明るく元気に挨拶できる人であってほしいです。 
例えば朝、起きた時に家族と、学校で友達や先生に会った時、「おはようございます」と

元気に挨拶しましょう。挨拶は人と人をつなぐ大切な言葉です。挨拶をきっかけとして、
もっと相手とつながることができるようになると思います。 
最後になりましたが、新入生の保護者の皆様、本日はお子様のご入学おめでとうござい

ます。心よりお祝い申し上げます。 
私たち教職員一同、新入生の健やかな成長を願い、保護者の皆様と手をたずさえ、共に

子供の良き成長を願って協力して取り組んでまいりたいと思います。ご協力のほどよろし
くお願いいたします。 
また、東大和市教育委員会の皆様には、子どもたちの見守りとともに、今後とも本校の

様々な教育活動にご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 
新入生一人ひとりが主役となって、三年間の充実した学校生活を送ってくれることを願

い、式辞とします。 
令和五年四月七日 東大和市立第五中学校 校長  

 

令和五年度 東大和市立中学校 入学式 告辞（抜粋） 
 

さて、新入生の皆さんには、地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、進んで

郷土の発展に努めてほしいと願っています。 

そこで、次に挙げる三点のことをぜひ実践してください。 

第一に、「心をこめてあいさつをする」ということです。自ら心を開き、積極的に、多く

の人と関わろうとする姿勢をもつことが、自分の成長につながります。 

第二に、「規律ある行動をする」ということです。自立するためには自らを律する力が不

可欠です。例えば時間を守ることなどは、集団生活に必要な社会性を身に付けていく上で

とても大切なことです。 

第三に、「向上心をもち、自ら進んで学ぶ」ということです。今後、変化し続ける社会

の中で、自分の夢や志をもち、自分の意志で努力していく姿勢をぜひ身に付けてください。 

今お伝えした三点のことを毎日の生活の中で実践し、充実した中学校生活を送ってください。 



誓いの言葉 

温かな日差しとともに吹く風が心地よく感じられるよ

うになった今日、私たち新入生９９名は東大和市立第五

中学校の一員となりました。本日はこのような素晴らし

い入学式を行っていただきありがとうございます。中学

校は三年間ということであっという間に過ぎていくと思

います。ですから、一日一日を悔いのないように大切に

過ごし、勉強や部活動も一生懸命努力していきます。 

 私が、これから中学校生活を送るに当たって大切にし

たいことは、あいさつを心がけることです。中学校には初対面の人も多いため自分からす

すんで声をかけるようにします。そして、授業の仕方が大きく変わり、内容も難しくなり

ます。さらに、部活動も始まるため、生活も忙しくなります。どちらも小学生のときの生

活とは大きく変わるため、あいさつなどでコミュニケーションをとり、友達とお互いに協

力し合いながら取り組んでいきます。 

 これからこの中学校で共に学ぶ仲間たちと立派な大人になれるよう一歩一歩、確実に努

力していきます。先生方、先輩方、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

令和五年四月七日 新入生代表  

 

●新入生９９名のスタート 

〔第４２回入学式〕 

４月７日（金）に第４２回入学式を挙行しました。新入

生９９名（通常の学級８３名、特別支援学級１６名）が第

五中学校の生徒として入学し、新たな中学校生活を開始

しました。 
 

 

●職員あいさつ運動 

 ４月１０日（月）五中橋で、あいさつ運動を行いました。 

「おはようございます！」と生徒から。明るい声がこだま

しました。令和５年度の新学期が始まりました。 

 

 

 

 

●新入生歓迎会 

４月１０日（月）３・４時間目は新入

生歓迎会です。在校生が工夫をこらし

歓迎会を行いました。在校生にとって

も新学期が始まりました。 

 

 



●部活動 

  放課後の部活動が始まりました。活動時間は月・火・木・金は午後３時半以降、水は

午後２時半以降です。部活動ごとに活動曜日が異なります。ぜひご来校いただき、生徒

の活動の様子をご覧ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●生徒の活動報告 

ソフトテニス部 

第４９回春季ソフトテニス大会 個人戦  

中学生の部 優 勝  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月１７日(月)学校公開 

      保護者会（第２学年） 

１８日(火)学校公開 

    保護者会（第１学年、７８組） 

      全国学力調査（第３学年） 

  １９日(水)三校交流会 

  ２５日(火)生徒会朝礼 

  ２８日(金)小中合同引き渡し訓練 

   

 

 

 ５月 ２日(火)振替休業日(５月６日分) 

   ６日(土)学校公開 (弁当持参) 

       部活動保護者会 

  １０日(水)中教研（給食なし） 

   １１日(木)中間考査 

   １２日(金)セーフティ教室（弁当持参） 

   ２３日(火)生徒会朝礼 

   ２４日(水)運動会予行 

   ２７日(土)運動会（弁当持参） 

(雨天：水曜時程) 

   ２９日(月)振替休業日 

 

●今後の予定 

※新型コロナウイルスの対応により変更することがありますのでご承知おきください。 

新入生歓迎会で部活動紹介の様子 


